
図面の種類 図面番号 記載すべき事項 申請者等
備考

※異なる図面に表示、複数図面に表示など

付近見取図 －
方位、道路及び目標となる地物、隣地にある建築物の位置及び用
途

□ □ □ □

縮尺及び方位 □ □
敷地境界線、敷地内における建築物の位置及び申請に係る建築物
と他の建築物との別

□ □

擁壁の設置その他安全上適当な措置 □ □
土地の高低、敷地と敷地の接する道の境界部分との高低差及び申
請に係る建築物の各部分の高さ

□ □

敷地の接する道路の位置、幅員及び種類 □ □
下水管、下水溝又はためますその他これらに類する施設の位置及
び排出経路又は処理経路

－ □

縮尺、方位及び間取 □ □ □
各室の用途及び床面積 □ □ □
壁の位置及び種類 □ □ □
筋かいの位置及び種類 － □ －
開口部の位置 □ □ □
通し柱の位置 － □ －
延焼のおそれのある部分の外壁の位置 □ □ □
延焼のおそれのある部分の外壁の構造 － □ －
法第3条第2項の規定により法第28条の2（令第137条の4の2に規定
する基準に係る部分に限る。）の規定の適用を受けない建築物で
ある場合であつて当該建築物について増築、改築、大規模の修繕
又は大規模の模様替（以下この項において「増築等」という。）
をしようとするときにあつては、当該増築等に係る部分以外の部
分について行う令第137条の4の3第3号に規定する措置

□ □ □

該当ある
場合□

建築基準法の規定による許
可の内容に適合することの
確認に必要な図書

当該許可に係る建築物の敷地、構造、建築設備又は用途に関する
事項

□ □ □ □

耐火構造等の構造詳細図 － 屋根の断面の構造、材料の種別及び寸法 □ □ － □
各階平面図 － 耐力壁及び非耐力壁の位置 □ □ －

耐火構造等の構造詳細図 －
延焼のおそれのある部分の外壁の断面の構造、材料の種別及び寸
法

□ □ －

使用建築材料表 － 主要構造部の材料の種別 □ □ －
給気機又は給気口及び排気機又は排気口の位置 □ □ □
外壁の開口部に設ける建具（通気ができる空隙のあるものに限
る。）の構造

□ □ □

内装の仕上げに用いる建築材料の種別及び面積 □ □ □
内装の仕上げの部分の面積に、内装の仕上げに用いる建築材料の
種別に応じ令第20条の7第1項第4号の表の（一）項又は（二）項に
定める数値を乗じて得た面積の合計

□ □ □

有効換気量又は有効換気換算量及びその算定方法 □ □ □
換気回数及び必要有効換気量 □ □ □

配置図 － 浄化槽の位置及び当該浄化槽からの放流水の放流先又は放流方法 □ □ □
浄化槽の汚物処理性能 □ □ □
浄化槽の処理対象人員及びその算定方法 □ □ □
浄化槽の処理方式 □ □ □
浄化槽の各槽の有効容量 □ □ □

浄化槽の構造詳細図 － 浄化槽の構造 □ □ □
室内仕上げ表 － 令第百二十九条に規定する部分の仕上げの材料の種別及び厚さ □ □ － □
配置図 － 敷地の道路に接する部分及びその長さ □ □ □ □

指定された容積率の数値の異なる地域の境界線 □ □ □
法第52条第12項の壁面線等 □ □ □
令第135条の18に掲げる建築物の部分の位置、高さ及び構造 □ □ □

敷地面積求積図 － 敷地面積の求積に必要な敷地の各部分の寸法及び算定式 □ □ □ □
配置図 － 用途地域の境界線、防火地域の境界線 □ □ □
敷地面積求積図 － 敷地面積の求積に必要な敷地の各部分の寸法及び算定式 □ □ □
建築面積求積図 － 建築面積の求積に必要な建築物の各部分の寸法及び算定式 □ □ □

用途地域の境界線 □ □ □
都市計画において定められた外壁の後退距離の限度の線 □ □ □
申請に係る建築物の外壁又はこれに代わる柱の面の位置 □ □ □
令第135条の20に掲げる建築物又はその部分の用途、高さ及び床面
積

□ □ □

申請に係る建築物又はその部分の外壁又はこれに代わる柱の中心
線及びその長さ

□ □ □

※法第６条の３第１項第３号の規定による確認の特例を適用する場合に限る 【戸建て住宅】添付図書一覧表(Ver.3）

－浄化槽の仕様書

法第43条□

法第22条(屋根)

法第23条(外壁)
□

法第35条の2□

適用にチェック

使用建築材料表

有効換気量又は有効換気換
算量を算定した際の計算書

法第52条□
(容積率)

法第53条□
(建ぺい率)

法第31条第2項
□
(合併処理浄化
槽)

審査※記入しないこと

配置図

配置図 －

－

－

－

□

□

□

□

□－

□

□

□

□

□

－

□

－

法第28条の2□
(石綿､ｼｯｸﾊｳｽ)

各階平面図

法第54条□
(第1,2種低層外
壁後退)

配置図

各階平面図

全て■
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図面の種類 図面番号 記載すべき事項 申請者等
備考

※異なる図面に表示、複数図面に表示など

※法第６条の３第１項第３号の規定による確認の特例を適用する場合に限る 【戸建て住宅】添付図書一覧表(Ver.3）

適用にチェック 審査※記入しないこと

配置図 － 用途地域の境界線 □ □ □ □
二面以上の断面図 － 用途地域の境界線、土地の高低 □ □ □ □

地盤面及び前面道路の路面の中心からの申請に係る建築物の各部
分の高さ

□ □ □

地盤面の異なる区域の境界線 □ □ □
法第56条第1項第2号に規定する水平距離のうち最小のものに相当
する距離

□ □ □

令第130条の12に掲げる建築物の部分の用途、位置、高さ、構造及
び床面積

□ □ □

法第56条第2項に規定する後退距離 □ □ □
法第56条第1項第2号イの規定により特定行政庁が指定した区域の
境界線

□ □ □

令第132条第1項若しくは第2項又は第134条第2項に規定する区域の
境界線

□ □ □

前面道路の反対側又は隣地にある公園、広場、水面その他これら
に類するものの位置

□ □ □

北側の前面道路の反対側又は北側の隣地にある水面、線路敷その
他これらに類するものの位置

□ □ □

前面道路の路面の中心 □ □ □
地盤面及び前面道路の路面の中心からの建築物の各部分の高さ □ □ □
令第135条の2第2項、令第135条の3第2項又は令第135条の4第2項の
規定により特定行政庁が規則において定める前面道路の位置

□ □ □

法第56条第1項から第6項までに掲げる規定による建築物の各部分
の高さの限度

□ □ □

敷地の接する道路の位置、幅員及び種類 □ □ □
前面道路の中心線 □ □ □
擁壁の位置、土地の高低 □ □ □
地盤面の異なる区域の境界線 □ □ □
令第130条の12に掲げる建築物の部分の用途、位置、高さ、構造及
び床面積

□ □ □

法第56条第1項第2号に規定する水平距離のうち最小のものに相当
する距離

□ □ □

法第56条第2項に規定する後退距離 □ □ □
法第56条第1項第2号イの規定により特定行政庁が指定した区域の
境界線

□ □ □

令第132条第1項若しくは第2項又は第134条第2項に規定する区域の
境界線

□ □ □

前面道路の反対側又は隣地にある公園、広場、水面その他これら
に類するものの位置

□ □ □

北側の前面道路の反対側又は北側の隣地にある水面、線路敷その
他これらに類するものの位置

□ □ □

各階平面図 － 開口部及び防火設備の位置 □ □ － □
換気孔の位置及び面積 □ □ －
窓の位置及び面積 □ □ －

二面以上の立面図 － 令第百三十六条の二第二号に規定する開口部の面積 □ □ － □

耐火構造等の構造詳細図 －
主要構造部、軒裏、床及びその直下の天井、屋根及びその直下の
天井並びに防火設備の断面の構造、材料の種別及び寸法

□ □ － □

配置図 － 延焼のおそれのある部分の門又は塀の位置 □ □ － □
二面以上の立面図 － 延焼のおそれのある部分の門又は塀の位置 □ □ － □
耐火構造等の構造詳細図 － 外壁及び軒裏の断面の構造、材料の種別及び寸法 □ □ － □
耐火構造等の構造詳細図 － 主要構造部の断面の構造、材料の種別及び寸法 □ □ － □

－
当該条例で定められた対象火気設備等の位置、構造及び管理に係
る事項

□ □ □

－ 当該条例で定められた対象火気器具等の取扱いに係る事項 □ □ □
－ 当該条例で定められた火災の予防のために必要な事項 □ □ □

各階平面図 － 住宅用防災機器の位置及び種類 □ □ □ □
左欄の法の該当する条項に
適合していることを証する
書面

－ 最左欄の法の該当する条項の規定に適合していること □ □ □ □

配置図

消防法第9条の2
都市計画法
□29条第1項,第
2項

二面以上の断面図

－

－

法第62条□
(準防火地域内
の外壁､軒裏､開
口部)

消防法第9条□
消防法第9条の条例の規定
に適合することの確認に必
要な図書

－ □

法第63条□

二面以上の断面図

法第56条□
(各部の高さ)

法第55条□
(第1,2種低層高

□

□

□

【戸建て】2/5



図面の種類 図面番号 記載すべき事項 申請者等
備考

※異なる図面に表示、複数図面に表示など

※法第６条の３第１項第３号の規定による確認の特例を適用する場合に限る 【戸建て住宅】添付図書一覧表(Ver.3）

適用にチェック 審査※記入しないこと

□ □
縮尺 □ □ □ □
敷地境界線 □ □ □ □
敷地内における申請に係る建築物及び道路高さ制限適合建築物の
位置

□ □ □ □

擁壁の位置、土地の高低 □ □ □ □
敷地の接する道路の位置、幅員及び種類 □ □ □ □
前面道路の路面の中心からの申請に係る建築物及び道路高さ制限
適合建築物の各部分の高さ

□ □ □ □

申請に係る建築物及び道路高さ制限適合建築物の前面道路の境界
線からの後退距離

□ □ □ □

道路制限勾配が異なる地域等の境界線 □ □ □ □
令第132条又は第134条第2項に規定する区域の境界線 □ □ □ □
令第135条の9に規定する位置及び当該位置の間の距離 □ □ □ □
申請に係る建築物及び道路高さ制限適合建築物について令第135条
の9に規定する位置ごとに算定した天空率
(令第135条の5に規定する天空率をいう｡以下同じ｡)

□ □ □ □

縮尺 □ □ □ □
前面道路の路面の中心の高さ □ □ □ □
前面道路の路面の中心からの申請に係る建築物及び道路高さ制限
適合建築物の各部分の高さ

□ □ □ □

令第135条の2第2項の規定により特定行政庁が規則で定める高さ □ □ □ □
擁壁の位置、土地の高低 □ □ □ □
令第135条の9に規定する位置からの申請に係る建築物及び道路高
さ制限適合建築物の各部分の高さ

□ □ □ □

前面道路の路面の中心からの申請に係る建築物及び道路高さ制限
適合建築物の各部分の高さ

□ □ □ □

道路高さ制限近接点から申請に係る建築物及び道路高さ制限適合
建築物の各部分までの水平距離、仰角及び方位角

□ □ □ □

水平投影面 □ □ □ □
天空率 □ □ □ □

道路高さ制限近接点におけ
る天空率算定求積図

－
申請に係る建築物及び道路高さ制限適合建築物の天空率を算出す
るための算定式

□ □ □ □

縮尺 □ □ □ □
敷地境界線 □ □ □ □
敷地内における申請に係る建築物及び隣地高さ制限適合建築物の
位置

□ □ □ □

擁壁の位置 □ □ □ □
土地の高低 □ □ □ □
敷地の接する道路の位置、幅員及び種類 □ □ □ □
地盤面からの申請に係る建築物及び隣地高さ制限適合建築物の各
部分の高さ

□ □ □ □

法第56条第1項第2号に規定する水平距離のうち最小のものに相当
する距離

□ □ □ □

令第135条の7第1項第2号に規定する隣地高さ制限適合建築物の隣
地境界線からの後退距離

□ □ □ □

隣地制限勾配が異なる地域等の境界線 □ □ □ □
高低差区分区域の境界線 □ □ □ □
令第135条の10に規定する位置及び当該位置の間の距離 □ □ □ □
申請に係る建築物及び隣地高さ制限適合建築物について令第135条
の10に規定する位置ごとに算定した天空率

□ □ □ □

縮尺 □ □ □ □
地盤面 □ □ □ □
地盤面からの申請に係る建築物及び隣地高さ制限適合建築物の各
部分の高さ

□ □ □ □

令第135条の3第2項の規定により特定行政庁が規則に定める高さ □ □ □ □
擁壁の位置、土地の高低 □ □ □ □
高低差区分区域の境界線 □ □ □ □
令第135条の10に規定する位置からの申請に係る建築物及び隣地高
さ制限適合建築物の各部分の高さ

□ □ □ □

申請に係る建築物及び隣地高さ制限適合建築物の各部分の高さ □ □ □ □
隣地高さ制限近接点から申請に係る建築物及び隣地高さ制限適合
建築物の各部分までの水平距離、仰角及び方位角

□ □ □ □

－

申請に係る建築物と隣地高
さ制限適合建築物の天空率
の差が最も近い算定位置

－

令第135条の7第1項第1号に
規定する隣地高さ制限適合
建築物（以下「隣地高さ制
限適合建築物」という。）
の配置図

－

隣地高さ制限適合建築物の
二面以上の立面図

－

道路高さ制限適合建築物の
二面以上の立面図

－

申請に係る建築物と道路高
さ制限適合建築物の天空率
の差が最も近い算定位置
（以下「道路高さ制限近接

－

道路高さ制限近接点におけ
る申請に係る建築物及び道

－

法第56条第7項
□
(各部の高さの
緩和規定:天空
率)

令第135条の6第1項第1号に
規定する道路高さ制限適合
建築物（以下「道路高さ制
限適合建築物」という。）
の配置図

【以下の項目について、申請建築物への適用がある場合はチェックのうえ添付すること】
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図面の種類 図面番号 記載すべき事項 申請者等
備考

※異なる図面に表示、複数図面に表示など

※法第６条の３第１項第３号の規定による確認の特例を適用する場合に限る 【戸建て住宅】添付図書一覧表(Ver.3）

適用にチェック 審査※記入しないこと

水平投影面 □ □ □ □
天空率 □ □ □ □

隣地高さ制限近接点におけ
る天空率算定求積図

－
申請に係る建築物及び隣地高さ制限適合建築物の天空率を算出す
るための算定式

□ □ □ □

縮尺 □ □ □ □
敷地境界線 □ □ □ □
敷地内における申請に係る建築物及び北側高さ制限適合建築物の
位置

□ □ □ □

擁壁の位置 □ □ □ □
土地の高低 □ □ □ □
敷地の接する道路の位置、幅員及び種類 □ □ □ □
地盤面からの申請に係る建築物及び北側高さ制限適合建築物の各
部分の高さ

□ □ □ □

北側制限高さが異なる地域の境界線 □ □ □ □
高低差区分区域の境界線 □ □ □ □
令第135条の11に規定する位置及び当該位置の間の距離 □ □ □ □
申請に係る建築物及び北側高さ制限適合建築物について令第135条
の11に規定する位置ごとに算定した天空率

□ □ □ □

縮尺 □ □ □ □
地盤面 □ □ □ □
地盤面からの申請に係る建築物及び北側高さ制限適合建築物の各
部分の高さ

□ □ □ □

令第135条の4第2項の規定により特定行政庁が規則に定める高さ □ □ □ □
擁壁の位置、土地の高低 □ □ □ □
令第135条の11に規定する位置からの申請に係る建築物及び北側高
さ制限適合建築物の高さ

□ □ □ □

申請に係る建築物及び北側高さ制限適合建築物の各部分の高さ □ □ □ □
北側高さ制限近接点から申請に係る建築物及び北側高さ制限適合
建築物の各部分までの水平距離、仰角及び方位角

□ □ □ □

水平投影面 □ □ □ □
天空率 □ □ □ □

北側高さ制限近接点におけ
る天空率算定求積図

－
申請に係る建築物及び北側高さ制限適合建築物の天空率を算出す
るための算定式

□ □ □ □

第131条
の2第2項
又は第3
項

令第131条の2第2項又は第3
項の認定の内容に適合する
ことの確認に必要な図書

－
当該認定に係る申請に係る建築物の敷地、構造、建築設備又は用
途に関する事項

□ □ □ □

敷地の位置 □ □ □
隣地にある建築物の位置及び用途 □ □ □
建築物の各部分の高さ □ □ □
軒の高さ □ □ □
地盤面の異なる区域の境界線 □ □ □
敷地の接する道路、水面、線路敷その他これらに類するものの位
置及び幅員

□ □ □

建築物の各部分からの真北方向の敷地境界線までの水平距離 □ □ □

令第135条の8第1項の規定
により想定する建築物（以
下「北側高さ制限適合建築
物」という。）の配置図

－

北側高さ制限適合建築物の
二面以上の立面図 －

申請に係る建築物と北側高
さ制限適合建築物の天空率
の差が最も近い算定位置

－

－

隣地高さ制限近接点におけ
る申請に係る建築物及び隣

－

－

－

北側高さ制限近接点におけ
る申請に係る建築物及び北

付近見取図法第56条の2□
(日影規制)

配置図

□

□

法第56条第7項
　　※続き
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図面の種類 図面番号 記載すべき事項 申請者等
備考

※異なる図面に表示、複数図面に表示など

※法第６条の３第１項第３号の規定による確認の特例を適用する場合に限る 【戸建て住宅】添付図書一覧表(Ver.3）

適用にチェック 審査※記入しないこと

縮尺 □ □ □
方位 □ □ □
敷地境界線 □ □ □
法第56条の2第1項の対象区域の境界線 □ □ □
法別表第四(い)欄の各項に掲げる地域又は区域の境界線 □ □ □
高層住居誘導地区又は都市再生特別地区の境界線 □ □ □
日影時間の異なる区域の境界線 □ □ □
敷地の接する道路、水面、線路敷その他これらに類するものの位
置及び幅員

□ □ □

敷地内における建築物の位置 □ □ □
平均地盤面からの建築物の各部分の高さ □ □ □
建築物の各部分からの真北方向の敷地境界線までの水平距離 □ □ □
法第56条の2第1項の水平面（以下この表において「水平面」とい
う。）上の敷地境界線からの水平距離5m及び10mの線（以下この表
において「測定線」という。）

□ □ □

建築物が冬至日の真太陽時による午前8時から30分ごとに午後4時
までの各時刻に水平面に生じさせる日影の形状

□ □ □

建築物が冬至日の真太陽時による午前8時から午後4時までの間に
測定線上の主要な点に生じさせる日影時間

□ □ □

建築物が冬至日の真太陽時による午前8時から午後4時までの間に
水平面に生じさせる日影の等時間日影線

□ □ □

土地の高低 □ □ □

日影形状算定表 －
平均地盤面からの建築物の各部分の高さ及び日影の形状を算出す
るための算定式

□ □ □ □

平均地盤面 □ □ □
地盤面及び平均地盤面からの建築物の各部分の高さ □ □ □
隣地又はこれに連接する土地で日影が生ずるものの地盤面又は平
均地表面

□ □ □

平均地盤面算出表 －
建築物が周囲の地面と接する各位置の高さ及び平均地盤面を算出
するための算定式

□ □ □ □

景観法第19条第1項の規定
により景観重要建造物とし
て指定されていることの確
認に必要な図書

－ 景観重要建造物としての指定の内容に関する事項 □ □ □ □

文化財保護法第143条第1項
後段に規定する条例の内容
に適合することの確認に必
要な図書

－ 当該条例に係る制限の緩和の内容に関する事項 □ □ □ □

窓及び出入口の構造 □ □ □ □
排気口、給気口、排気筒及び給気筒の構造 □ □ □ □

第5条第2
項及び第
3項

法第5条第2項ただし書の許
可を受けたことの確認に必
要な図書

－
特定空港周辺航空機騒音対策特別措置法第5条第2項の規定に適合
していること

□ □ □ □

法第35条又は第36条の規定
に適合していることを証す
る書面

－ 都市緑地法第35条の規定に適合していること □ □ □ □

法第39条第2項の条例の規
定に適合することの確認に
必要な図書

－ 当該条例で定められた制限に係る建築物の緑化率に関する事項 □ □ □ □

給水装置の構造詳細図 －
水道法第16条に規定する給水装置（以下この項において単に「給
水装置」という。）の構造

□ □ □

給水装置の使用材料表 － 給水装置の材質 □ □ □

配置図 －
下水道法第10条第1項に規定する排水設備（以下この項において単
に「排水設備」という。）の位置

□ □ □

排水設備の構造詳細図 － 排水設備の構造 □ □ □

□

□

－

－

－

二面以上の断面図

都市緑地法第39
条第1項□

構造詳細図

法第85条□

法第85条の3□

特定空
港周辺
航空機
騒音対
策特別

第5条第1
項

都市緑地法第35
条､第36条□

日影図

水道法第16条の
給水装置□

下水道法第10条
第1項の排水設
備□

□

□

法第56条の2
　※続き
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